
資料－１ 答申案について 

 

 

Ⅰ 諮問 

平成 27年(2015年)10月 8日 

 

下水道事業その他汚水処理に係る事業に関する 

総合的な施策の推進に関する重要事項について（諮問） 

 

本県では、琵琶湖をはじめとする公共用水域の水質を保全し、県民の快適な居住環境を実現す

るための有効な手段として下水道を位置づけ、昭和 45 年度に旧建設省が作成した「琵琶湖周辺

下水道基本計画策定のための調査報告書」を基にして、昭和 46 年度に「琵琶湖周辺流域下水道

基本計画」を策定しました。これに基づいて、閉鎖性水域である琵琶湖の水質保全、特に富栄養

化防止の観点から、「湖南中部」「湖西」「東北部」「高島」の４処理区からなる琵琶湖流域下

水道の整備を進めてきました。 

これまで約 45 年が経過し、下水道普及率は全国７位の水準に達し整備はほぼ完了しつつあり

ますが、残された未整備地域の扱いや施設の老朽化、大規模災害への対応、循環型社会への転換、

財政的な制約下での経営の効率化等、困難な課題も抱えています。 

このため、下水道事業その他汚水処理に係る事業に関する総合的な施策の推進に関する重要事

項について、貴審議会の意見を求めるものであります。 

 

 

Ⅱ 答申案 

 

本審議会では、安定した汚泥処理処分、環境への配慮、社会貢献といった複数の評価視点から

総合的な審議を行った結果、湖南中部浄化センター3 号焼却炉の次期汚泥処理方式は、【嫌気性

消化＋下水汚泥固形燃料化】とすることを適当と認めます。 

なお、嫌気性消化の導入にあたっては、水処理への影響を極力抑制可能な規模及び方式を引き

続き検討すること。また、水草等下水汚泥以外のバイオマスの投入、コンポスト化等の緑農地利

用については、試験的な取組を含め、導入検討を継続すること。 

 

 


